
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に基づいて活
動する非営利の民間海外協力団体 (NGO)です。1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、
教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food 
for the Hungry International Federation）の一員として、20ヶ国 60の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米の
開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。
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　新年おめでとうございます。昨年もご支援を賜り心から感
謝します。時代が様々な面で厳しくなる中で、世界の飢餓と
貧困の現状を知り、それをなくすために多大な犠牲を払いつ
つも愛の御支援をして下さるからこそ、日本国際飢餓対策機
構も活動を続けることができました。
　2013年10月の国連食糧農業機関（FAO）の報告により
ますと、世界の飢餓人口は約8億4,200万人で、前年より約
2,600万人減少しました。しかし、依然８人に１人は慢性的な
栄養不良と飢餓貧困に苦しんでいます。確かに、アジア諸国
の経済発展は当該地域での飢餓人口を軽減させましたが、
アフリカのサハラ以南と南アジアの地域では厳しい状況は
ほぼ変わりありません。一見、世界の流れは良い方向に向
かっているように見えます。しかし、楽観視できないのが現
実ではないでしょうか。特に支援する側に目を向ける時に、
それらの国々の政治、経済、社会情勢、道徳観などが不安定
になると、情勢は一変します。誰かを支えようという思いが
なくなるばかりか、人の心は冷えていき、自分のことしか考
えられなくなり、愛の行動はなくなっていくでしょう。
　先ごろ、我が国のことで興味深い記事がありました。昨年
は2020年の東京五輪開催が決定したことが話題になりまし
たが、1964年の東京五輪より以前に実は1940年にも計画さ

れていたのです。しかし、当時の情勢の中で開催は返上され
てしまいました。何が興味深いかというと、この五輪を挟ん
で、一つの流れがあったのです。1924年に関東大震災、その
後治安維持法が制定され、1940年の東京五輪（開催返上）、
そして太平洋戦争という流れです。そして現在に目を向ける
と、2011年に東日本大震災が起こり、昨年は秘密保護法が制
定されました。2020年には東京五輪が再び開催される予定
です。その後にいったい何が来るのかと思わされるのです。
　時代は流れていきます。良い方向に向かってほしいとい
う願いを皆が持ってはいるものの実際はその逆に進んでき
ています。だから、その流れに従うしかない…。いいえ、たと
えどのような流れであっても、一人ひとりが誰かを愛する心
をもち、その思いを行動に移す時に、その誰かは生かされま
す。満たされます。愛が実を結んでいくはずです。
　このような時代にあっても、2014年が皆様にとって素晴ら
しい年となることを心から願います。そして一人ひとりがこの
時代の流れの中で備えをしていきましょう。自分の安全と安
心のための備えだけではなく、他の誰かの命と生活が支え
られるための「愛の備え」をしていきましょう。
「私たちは、ことばや口先だけで愛することをせず、行いと
真実をもって愛そうではありませんか。」（聖書）

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に2万5,000人
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています。

今この時代に何を備えるか 日本国際飢餓対策機構　理事長　岩橋竜介
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■年賀状（私製は除く）などで「書き損じ、印
刷ミス」のものをお送りください。それを郵便
局で切手と交換して、海外スタッフや支援者
への郵送物発送に用いさせていただきます。
また、記念切手などの未使用切手も大歓迎で
す。送付は大阪事務所まで。
【書き損じはがき、未使用切手　2013 年集計】
　書き損じはがき4,703 枚　212,712 円（切手）
　未使用切手1,553 枚　98,597 円
■年末の大掃除で不要になった本やCD、
DVD は愛知事務所にお送りください。換金
して支援に用いることができます。
【本deリンク　2013 年集計（11月まで）】
　換金額136,413 円（本：3,554 冊、CD819 枚、
　DVD25 枚、ゲームソフト65 本）
■ドリンク１本で10 円が寄
付できるハンガーゼロ自販
機が全国で設置47 台に広
がりました。昨年から災害
対応型の自販機も加わり新
たに導入してくださる企業
や学校、教会が増えました。
【ハンガーゼロ自販機　2013 年集計】
　募金合計866,659 円（アフリカでの給食
　約28,888 食分相当）
※設置についてのご相談は大阪事務所まで。
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今すぐ
募金が
できます！

いいね
大募集

フィリピン台風緊急支援　サマール島ヘルナニ市の被害調査で（吉田が撮影）

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□ 	フィリピン台風支援に協力します。
	 緊急募金として　　　　　　円協力します。
□ 	ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
	 毎月（　　）口	 （１口 1,000 円）
□	 チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
	 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□ 	海外スタッフ・サポーターとして協力します。	
	 毎月（　　）口	 （１口 1,000 円）
□ 	JIFHサポーターとし	て協力します。
　 	毎月（　　）口	 （１口 500 円）
□ 	郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□ 	その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

FAX・072-920-2155

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

▼申込日：　  　年 　月  日▼ NL    号

現在…
3284口

ハンガーゼロ
サポーターを
大募集中!!

　2014年２月１・２日、西日本最大の国際協力交流
イベント「ワン・ワールド・フェスティバル」が、大阪
国際交流センター（大阪市天王寺区上本町）で開催
されます。この交流会では、120以上の団体等がブース出展するほか、各種
イベントなどで国際交流を体験できます。当機構は今回も会場入口付近の
民族料理コーナーで「ハンガーゼロ・カフェ」を出展します。ぜひご来会くだ
さい。また当日ブース運営のボランティアを募集しています。申込みは大阪
事務所まで。なお、大会実行委員会でもボランティアを募集中です。

　3月　ハンガーゼロ・ファシリテーター・トレーニング
　 海外で活動をめざす方の特別な学習の機会です。ぜひご参加ください。
　　期　間：2014年 3月 17日㈪～ 21日㈮
　　会　場：東京基督教大学（TCU）　千葉県印西市内野 3 ｰ 301 ｰ 5 ｰ 1
　　費　用：30,000円 (滞在費とテキスト代 5,000円を含む )
　　定　員：12名　※申し込み・お問い合わせ：大阪事務所 （吉本）

２月　ワンワールドFに出展（大阪）
大好評「ハンガーゼロ・カフェ」

〜新年おめでとうございます〜
　昨年も支援者の皆様の募金や各種のチャ
リティー活動、世界食料デーへの取り組み、
ボランティア参加などにより、飢餓と貧困に
苦しむ人々と子どもたち、災害に遭われた
人々を支えることができたことを感謝いた
します。当機構は 2014 年もハンガーゼロ

（飢餓撲滅）実現を目指し、皆さまとともに
愛の輪を広げ、様々な困難から立ち上がろ
うとする人々に手を伸ばしていきます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

今年もご活用ください！！
　　★書き損じはがき
　　★本deリンク
　　★ハンガーゼロ・自販機
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　私の両親はツチ族でルワンダか
らブルンジに逃れ、私は難民キャ
ンプで生れました。父は私が２歳
の時にルワンダ人を差別する村人
に殺され、母は幼稚園で働いてい
ましたが、７歳の時に亡くなりま
した。孤児となった私は大家族の
叔母に引き取られました。国連か
ら食料として豆、米、トウモロコ
シの粉、塩、油などが月に２回配
給されていましたが、家族が十分
食べていけるほどではなく貧しい
上、学校でも差別があり、小学校
の卒業試験ではルワンダ人はブル
ンジ人より20%以上良い成績を
とらなければパスできませんでし
た。　
　1994年にルワンダで戦争が終
わり、叔母に連れられてルワンダ
の首都、キガリにやってきまし
た。キガリに来て２年してから、
従兄弟が学費を支援してくれたの
で私立の高校に入りました。ルワ
ンダの高校は６年ですが、３年目

に支援がなくなったので勉強が続
けられなくなりました。そんな時
にデニス牧師に再会しました。彼
とは、ブルンジにいた頃に近所づ
きあいがあり、再会当時はキガリ
で戦争孤児となってトラウマを
負った子どもたちのために美術を
通して教育活動をされていまし
た。私の困窮を知った彼は、残り
の４年間の学費を援助してくれま
した。私が高校を卒業した2002
年にデニス牧師がピース国際学校
を始められたので、教師として彼
の学校で働くことになりました。

新しい自分を求めて！

　この学校で働いて11年目にな
ります。自分と同じような背景を
持つ子どもたちやその家族と働く
ことに喜びを感じ、このような人
たちと一緒に居ないといけないと
いう思いがあります。以前は難民
としての辛く貧しい暮らしを思い
出してとても暗い気持ちでいまし
た。でも、教師として子どもたち
と関わることで、過去の苦労を忘
れて自分を新しくしていこうとい
う気持ちになれたと思います。
　私は子どもの頃は何になりたい
という夢はなく、ただ強い人にな
りたいと思っていました。精神が
強くて、決断力のある人になりた

い、一生懸命働いて、新しい自分
になりたいと思っていました。今
年の９月から、多くの人の助けを
得て大学に入学することができま
した。夜間コースで会計の勉強を
しています。目標は大学を良い成
績で卒業すること。そしてできれ
ばこの学校で続けて働きたいで
す。
　今まで関わってきた子どもたち
には、いい生活ができるように
なってほしいです。私が今、新し
いことにチャンレンジしているよ
うに、彼らも自分の能力を磨いて
欲しいですし、また必要のある人
たちを助ける人になって欲しいで
す。大きくなってここを離れて
も、この学校が掲げる平和と、お
互いの良い関係づくりを忘れない
で欲しいです。
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●子どもたちの成長を助ける「チャイルド・サポーター」を募集しています。大阪事務所・世界里親会まで●アフリカの飢餓問題を解決するための「ハンガーゼロ・サポーター」を募集しています。毎月 1,000 円（１口）

　世界では、今も 8人に１人が毎
晩空腹のまま眠らなければなら
ず、国によっては３人に１人の子ど
もが栄養不良に陥っています。
　この飢餓の原因はさまざまで、
多くは重なり合っていますが、国
連世界食糧計画（WFP）は６つ
の主な原因をあげています。それ
は、①貧困の連鎖　②農業投資の
少なさ　③気候と天候　④戦争
と土地を追われる人々　⑤不安定
な食料市場価格　⑥食料廃棄　
です。
　当機構が、これらの原因に対し
てどのように取り組み、飢餓・貧
困に苦しむ人々の自立への努力に
協力をさせていただいているか
を、順次紙上でご報告します。

抜け出せない負の連鎖

　貧困によって、生きていくのに
必要な食物を手に入れることがで
きないということは、十分な栄養
をとれないだけではありません。
収入を得るために働けるだけの身
体を保つことができなくなること
でもあります。少ない食料はまず

働き手である父親の口に入るの
で、母親は特に栄養不良に陥りや
すく、その乳を飲む子どもも栄養
不良や発育不全に陥ります。そし
て病気にかかりやすく、５歳にな
るまで生き延びることが困難に
なっています。又子どもの将来に

大きな影響を与え、飢餓・貧困か
ら抜け出せなくなって、貧困が貧
困を呼ぶという「貧困の連鎖」の
状態が続くのです。

子どもの栄養改善を図る

　当機構は、飢餓の原因となるこ
の「貧困の連鎖」に苦しむ人々の
基本的な必要を満たすため、特に
子どもたちの栄養改善のため、ケ
ニア、ウガンダ、ジンバブエ、ザン

ビア、南スーダン、ニジェール、ボ
リビア、フィリピンで給食支援、食
料支援を行っています。
　また里親さんのご協力によっ
て、世界７ヵ国で世界里親会とし
て子どもたちへの給食と共に教育
支援、衛生指導を行っています。
そして貧困の中にある人々がただ
支援に頼るのではなく、それぞれ
に与えられている可能性を信じ、
自分達の力で貧困から抜け出すこ
とができるように、職業訓練など
自立への取り組みに協力をしてい
ます。
　国連世界人権宣言にある「食料
への権利」は全ての人が持ってい
る、いのちにかかわる権利です。
一方、世界で十分に生産されてい
る食料が、工業先進国や一部の富
裕層のために消費され、飢餓に苦
しむ人を生んでいるという現実が
あります。飢餓・貧困に苦しむ人々
がこの権利を取り戻せるよう私た
ちにできることを考え、愛の協力
を続けることで、この負の連鎖を
断ち切っていきましょう！
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の連鎖

東アフリカ担当として昨年９月にルワンダ共和国に赴任した河合朝子
スタッフが、当機構の世界里親会が支援しているピース国際学校
のジャン・クロード・ンサビマナ先生にインタビューしまし
た。経済的な理由で近隣の学校に通えない子どもたちに教
育の機会を提供するために作られたこの学校は、ニャンザ
とキガリに校舎があり、キガリ校では幼稚園、小学校１
～５年生合計81名が学んでいます。生徒の８割はコンゴ
の内戦から逃れてきた避難民です。ここで教鞭を取る先生
たち自身も難民としての生い立ちを持っていますが、そのお

ひとりでキガリ校校長のジャン・クロード・ンサビマナ先生にお
話しを伺いました。

ルワンダ駐在
東アフリカ担当
河合朝子レポート

RWANDA
PEACE

INTERNATIONAL
SCHOOL
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フィリピン緊急募金は、郵便振替またはクレジットカードで受付中。郵便振替　００１７０ー９ー６８５９０　一般財団法人　日本国際飢餓対策機構　備考欄に「フィリピン台風」と記入。ウエブサイト http://www.jifh.org/ からクレジットカードで今すぐ募金ができます。
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　JIFHの現地パートナーである国
際飢餓対策機構フィリピン（以下FH
フィリピン）は、台風通過直後の現
地調査の結果サマール島西部のバセ
イの被害が最も甚大であること、又
他にどのNGOの支援も入っていな
いことを確認し、バセイの支援を決
定。さらに現地のパートナー団体の
協力のもとに地域を視察、バセイの
市長からマラブットの被害について
知らされ、バセイとマラブットでの支

援活動を決定しました。まずウオー
ター・ミッション・インターナショナ
ルと協力し、バセイで水の浄水装置
を取り付けることができました。浄
水装置は１分間に38リットルろ過で
き、１時間に150〜200人分の水を供
給できます。
　また建築家と技術者で構成されて
いるNGOのエンジニアリング・ミニ
ストリー・インターナショナルと組
んで、現地にある材料を使って被災
者の家を建てる方法を検討していま
す。また国連のWFPに協力してバセ

イとマラブットで20
万トンの米を支給し
ました。加えて日本
からの水フィルター
とパンの缶詰を600
家族にお届けしまし
た。
　食料や清潔な水に
加えて、4,000家庭
に衛生キットや物資
（懐中電灯、蚊帳、
敷きマット、毛布、

スプーン、フォーク）も配布されまし
た。

子どものケアプログラムも

　FHフィリピンは今後、マラブット
で9ヵ所、バセイで５ヵ所の計14のバ
ランガイ（地方行政区）を中心に支
援をする予定です。今後は医師と看
護師の医療チームによる奉仕を計画
しています。この医療チームはまた
必要な薬品や救急医療品を持ってい
く予定です。また、瓦礫などを取り
除いて作ったテントなどで「子ども
の広場」を開始します。この特別な
場所では、子どもたちがゲームや歌、
絵などのプログラムを通して、災害
のトラウマを克服できるように支援。
（12月現在、すでに訓練を受けたボ
ランティア38人が計170人の子ども
のケアをしています。）
　復興支援にあたって重要なこと
は、人々が希望を新たにできるよう
に地域のリーダーや教会と協力しな
がら長期にわたって協力を続けるこ
とです。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　JIFHの緊急支援活動は、現地のパート

ナー団体である、ハンズ・オブ・ラブ・フィリ

ピン（JIFHから酒井保駐在員を派遣）の現

地ネットワークにより進められています。ハ

ンズ・オブ・ラブ・フィリピンは、台風直後に

協力関係にあるフィリピン福音自由教会の

代表であるプリスコ牧師から、教会ネット

ワークを活用して緊急支援を行うとの情報

を受けて、JIFHとともにこの支援活動に

協力することを決めました。そのため、酒井

が日本から派遣されてきた吉田、稲本と合流

していち早く被災地での支援活動をスタート

することができました。　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

上空から撮影したサマール島の台風直後の様子

レイテ島タクロバンの被害調査でパンの缶詰をお渡しする稲本 サマール島のサンタリタで、届けた水フィルターの使い方を示す酒井
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10月の地震被害調査

活動基地

タクロバン
タナウアンオルモック

赤字：緊急物資の配布などを実施中の地域

パン缶と水フィルターを各地で配布

地域に根差したFHフィリピンの活動

 フィリピン台風緊急支援
フィリピン緊急支援のために現地に派遣したジェニファー・ヒル
と稲本善宣による、JIFHの現地パートナー国際飢餓対策機構
フィリピンの活動報告です。

　私は吉田と現地ハンズ・オ

ブ・ラブ・フィリピンの酒井と

共に11月14日から２週間にわ

たってレイテ島、パンタヤン島

など6ヵ所の調査に入りました。

最初に訪問した被災地はレイテ

島のオルモク市。市内に入ると

家や商業施設が壊滅的な被害を

受けている姿に遭遇。幹の太い

街路樹も根こそぎなぎ倒され、

木造の民家は吹き飛ばされてい

たことから、この台風の勢力が

どれほど恐ろしいものであった

のかを知りました。タクロバン

市の海岸沿いの地域では、海岸

から１㎞離れた家の壁に地上か

ら2m位の高さまで、気象津波が

来た跡をくっきりと残していま

した。

かつての街を取り戻したい！

　被災地では、家を失くし親し

い人たちとはぐれ、仕事場を失

われ、本当に辛い毎日を送って

おられる方々に沢山会いまし

た。しかし、それらの辛さに押

しつぶされることなく、皆暖か

く迎えて下さいました。被害調

査を兼ねた最初の訪問のために

私たちが提供できた救援物資は

限られたものでしたが、被災者

の皆さんから「私たちは沢山の

国の方々から色々な形で励まし

を受けている。だから私たちも

そ一生懸命頑張って、かつて

の街の姿を取り戻していきた

い！」という声を行く先々で聞

きました。今回の調査では、被

災地では、水や食料とともに、

住宅の補修のニーズが高いこと

がわかりました。こうした声に

少しでも応えるためにJIFHでは

ボランティアを派遣するための

準備をしています。

稲本報告

ジェニファー報告

ハンズオブラブとの協働

　昨年の12月中旬に、日本から空輸したパンの缶詰（約９千食）と水フィルター約300
家族分をバンタヤン島とレイテ島のタクロバン、タナウアン、サマール島のバセイ、マラ
ブット、サンタリタ、ヘルナニに吉田と酒井が入り配布しました。このプログラムはこれ
までの被害調査に基づくとともに、現地パートナーのFHフィリピン、フィリピン福音自
由教会、フィリピン福音同盟他の救援プログラムとも連携して実施するものです。水フィ
ルターは被災者から「政府から生活用水として水が支給されたが、飲むことができなかっ
た。でもこの水フィルターのおかげで飲めるようになったので助かる」と好評で、パンの
缶詰も特に子どもたちから「パンが柔らかくておいしい」と喜ばれています。
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他

サマール島ヘルナニ市も壊滅的被害を受けている

FHフィリピンがサマール島バセイで行っている子どもの心のケアプログラム
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　昨年８月16日から28日、日本
飢餓対策機構のボリビア・ワーク
キャンプに参加しました。当校の
中学校３年生が支援している３人
の里子が住んでいる所です。
　首都のラパスでは標高4,200
メートルで気温が零度。そこから
里子達が住むポトシ州トロトロ町
のリオカイネ地区まで車で約5時
間。車窓から見える景色は見渡す
限り、からからに乾燥した高原で、
いったいこんなところに人が住ん
でいるのだろうかと思いました。
　今回の訪問では、私たちが支援
するアルバロ君とミリアムちゃん

には会うことができましたが、も
う一人の里子であるイスマエル君
には、彼の体調不良の為に会う事
ができませんでした。FHの小西さ
んのお話ではイスマエル君の家庭
が経済的に一番厳しいと聞いてお
りましたので、訪問できなかった
事は残念でした。私たちが帰国後
に、小西さんがイスマエル君を訪
問して、私たちのプレゼントを届
けてくださったそうです。

家族のためにクラスでお祈り

　そのイスマエル君の家には屋
根がなく、大雨が降るたびに家の

中がびしょ濡れになると聞きまし
た。学年で何かできないだろうか
と考え、毎日のクラス礼拝で「イス
マエル君の家にトタン屋根が与え
られますように」とお祈りをして
きました。
　私たちにできることは小さな事
かもしれません。一人では何もで
きませんが、中学３年生、一人一人
が少しずつの努力をすれば大きな
力になります。その力を私は信じ
たいと思いました。小さくても、
一人一人の支援がリオカイネ地区
の子ども達の生活を少しでも潤す
ことに役立っていることを忘れず
に、相手の立場に立って共感する
気持ちを大切にして支援を続けた
いと思います。（圓岡めぐみ）
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　私は専門学校最後の夏休みの
10日間、JIFH主催のカンボジア
のワークキャンプに参加しまし
た。最初は参加するか迷いまし
た。それは「生きていくにはお金
が必要」とお金のことばかり考え
ていていたからです。
　クリスチャンの家庭で育ちまし
たが、毎日の生活は神様のことを
なるべく考えないようにしていま
した。そしていつの間にか笑顔が
消え、暗い顔つきになっていたよ
うに思います。そんな時にこの話
があったので、これは神様の導き
かもしれないと思いました。もと
もと世界を見てみたいという気持
ちもありましたし、カンボジア
の人たちに何かできることをした
いという思いもあり、行くことを
決めました。

大切なもの

　カンボジアでは、すべてが勉強
と感動の毎日でした。中でも大き
く心を動かす出会いがあったの

は、JIFHが支援する里子の訪問
の時でした。ある男の子は小さい
頃にお父さんをマラリアで亡く
し、お母さんと二人で生活をして
いました。彼の将来の夢は医者に
なることで、まじめに一生懸命勉
強に励んでいました。彼の夢を応
援するために、お母さんはタイに
行って家具磨きをして働いている
そうです。報酬は日本円で１日わ
ずか400円ということでした。聞
いているうちにそれまで我慢して
いた涙が一挙にこぼれてきまし
た。お金はないかもしれないけ
ど、希望を持って支え合って生き
ている親子が目の前にいる。そん
な二人とこの私の姿があまりにも
対照的で、自分の姿が情けないと
思いました。
　もう一つの体験は、かつてポル
ポト政権時代に多くの農民が虐殺
されたという場所に行かせても
らったことです。ここでたくさん
の人の命が失われたのだと思う
と、本当に悲しくなりました。人

を殺したり戦争を起こしたり、人
間の中にある罪の恐ろしさを深く
感じました。そして、私の内にも
同じ罪があると思いました。

本当の幸せ

　最終日にはカンボジアのスタッ
フの人たちが、日本のメンバーを
囲んで手を添えて祈ってくれまし
た。今までの私の生活と、10日
間見てきたカンボジアの人たちの
生き方と笑顔、日本にいる大切な
家族や友人、それらがぐちゃぐ
ちゃに頭の中を駆け巡って、涙と
震えが止まりませんでした。初め
て頭ではなく心から悔い改めまし
た。自分中心の世界は楽で自由で
す。だから幸せと思ってしまいま
す。しかし心の奥底にある重くて
暗い何かは、自分の力ではどうす
ることもできませんでした。幸せ
そうにみえても本当はしんどかっ
たです。それがなくなったのが分

かりました。
　昨年９月で私は20歳になりま
した。名前は結

ゆ み か

実香。その名の通
り、たくさんの良い実を結べる人
をもう一度目指して頑張ろうと思
います。カンボジアに行って本当
に良かったです。カンボジアを知
ることは、日本を知ることでし
た。たくさんの人に知ってほしい
です。お金ではなく、笑顔と愛で
溢れた本当の幸せを。
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● 2014 年も７月末〜８月の期間に海外ワークキャンプを開催する予定です。次回はあなたもぜひご参加ください。

希望を胸に懸命に生きる母と子
　ほんとうの幸せって？
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カンボジアワーキャンプ
体験記　吉田結実香

花植えの手伝いをする吉田さん（右から２人目）

村の子どもたちとの交流プログラムも楽しい思い出に

　昨年11月23日、とうとうイスマエル君
の家にトタン屋根がつきました！家と言っ
ても4m×4mにも満たない一部屋だけの
小さな空間で、今はそこにイスマエル君、
姉のミゲリナちゃん、従弟のペドロ君、お
ばあちゃんの４人が
暮らしています。
　工事の当日は、リ
オカイネセンターに
あるキリスト教会の皆
さん、イスマエル君一
家、私たちFHスタッフ
も含めて皆で工事を実
施し、屋根と共に窓も
取り付けることができ
ました！その後全員で
神様に感謝の賛美と礼拝の時を持ちまし
た。最後に記念写真を撮りましたが、その
時のご一家の嬉しそうな顔が忘れられま
せん！“支援者の皆さんにぜひこの感謝の
気持ちをお伝え下さい！“との伝言を頂き

ました。現在イスマエル君一家は雨季の
大雨の中でも安心して眠りにつくことが
できています。
　そして経費の全額は、大阪女学院中学
の生徒さんたちがして下さった屋根募金

で満たされたのです！
先生方は“自分が持っ
ているもののうちから、
それぞれが犠牲を払っ
て捧げて欲しい”と語
られたとお聞きしまし
た。
　 一人一人 が 地 球 の
反 対側の国ボリビア
の人々のことを思い、
その人たちが真に必要

としている支援をして下さったことを心か
ら感謝します。また“祈りと共に、具体的
に行動を起こす”ことの大切さを学びま
した。これからもこのことを心に留め、活
動を続けていきたいと思っています。

家族から感謝の伝言
ボリビア駐在 小西小百合

相手の立場に立って共感する気持ちを大切に

大阪女学院の中学生たちが、ボリビア・
リオカイネ地区に住むイスマエル君（飢
餓対策ニュース275号で紹介）の里親
になってくださっています。その学校の
圓
まるおか

岡めぐみ先生がボリビア・ワークキャ
ンプに参加されたことから、愛の支援の
輪が広がって一つの実を結びました。

イスマエル君の
お家に屋根がな
いと聞いたとき
はとても驚きま
した。ですが、今
回トタン屋根が
イスマエル君の
家についたと聞
き嬉しく思いました。イスマエル君の
家族が安心して暮らせるようになり、
里親の私も現地のスタッフの方々に感
謝しています。イスマエル君に更に幸
せが訪れるようこれからも支援を続け
て行きたいと思います。
（大阪女学院中学校３年生・神

かみ の か ど

之門
千
ち は る

遥）
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